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１ 長崎県大学図書館協議会の活動
平成18年度学術ポータル担当者研修への参加決
定（平成18年度総会）
国立情報学研究所・名古屋大学附属図書館主催の
学術ポータル研修に長崎県大学図書館協議会（加
盟13大学）として職員2名（2大学）を派遣
研修参加の目的：
　①長崎県大学図書館協議会として共同で学術機関
　　　リポジトリを立ち上げる
　②地方の小規模大学での学術機関リポジトリ構築の
　　　ノウハウを学ぶ
２ 長崎県大学図書館協議会実務　　
　　　研修会で報告（平成19年3月）
平成18年度学術ポータル研修の報告会
テーマ： 学術機関リポジトリの構築
学術機関リポジトリの共同構築
長崎関係論文データベースの構築
地方の小規模大学でのリポジトリ構築
長崎国際大学で計画
長崎県立大学で計画
３ 長崎県内大学紀要掲載長崎関係　
　　論文データベース
長崎県大学図書館協議会の企画事業
県内大学共同サーバで提供
プロトタイプを作成　⇒　画面例
「長崎学」というユニークなカテゴリーの　　　
データベースとして提供
「新しい長崎学」の振興
県内大学の学術研究成果の利用促進
学生のレポート・卒論のためのデータベース
• 「長崎」、「平和」、「福祉・ボランティア」の３つが　　　　
長崎大学教養特別講義のテーマ
検　索　画　面
検索結果簡易表示
ＮＩＩ－ＥＬＳへのリンク
ＮＩＩ－ＥＬＳでの本文閲覧
４ 九州地区国立大学共同学術雑誌　
　　発行の動き
九州地区国立大学の4連携事業の1つ
教育系・文系の学術論文等を収載
学術機関リポジトリと連携
電子媒体のみで年2回発行
「権威ある学術誌」の創出
各大学からの推薦論文を編集委員会で審査
大学院生枠の設置：　教育研究活動の活性化
将来的には公立・私立大学との連携も考慮
５ 長崎大学における研究紀要の　　
　　電子ジャーナル化
『長崎大学工学部研究報告』からスタート
平成17年度に印刷版を廃止
料金徴収モデル：印刷版廃止による経費削減
長崎大学学術研究成果リポジトリに搭載
現在、教育学部・経済学部の研究紀要、学
位論文の電子ジャーナル化を計画中
今後の展開
マルチメディア化
地域研究者からの投稿
６ 電子出版システム（編集査読）　　　
　　システムの開発
CSI事業（領域2）
早稲田大学・広島大学との連携事業
九州地区国立大学の共同学術雑誌発行の
動きとリンクを図る
長崎県内大学へのシステム紹介
⇒ 　平成19年度に長崎県大学図書館協議会
　　と共同で研修講演会を開催して電子出版
　　システムを広く紹介することを計画中
７ 長崎における地域連携の動き　　　
　　と今後の課題
地域連携の動き
長崎大学： 「新しい長崎学」の構築
県大図協： 長崎関係論文データベースの構築
九州地区： 大学間共同学術雑誌の編集発行
CSI事業： 電子出版システムの開発
今後の課題
長崎大学として学術機関リポジトリをめぐる様々
な地域連携の動きを整理し、コーディネートする
